
​左義長イベント 収支報告書​
​今回のさぎちょうでは、「お祭りに来た人が、今なにをほしいと​

​思っているかな？」をみんなでいっしょに考えました。それがしっ​

​かり数字（お金）としてのこったので、みんなにほうこくします。​

​1. 収支概要​

​項目​ ​金額​ ​備考​
​総売上​ ​¥51,000​ ​販売合計額　51本​
​総支出​ ​¥36,000​ ​経費合計（詳細は下記）​
​差引利益​ ​¥15,000​ ​分配金​

​2. 支出（経費）明細​

​項目​ ​金額​ ​備考​
​竹など​ ​¥6,000​
​団子仕入​ ​¥20,000​

​神社への奉納​ ​¥15,000​ ​　　　　　　　　　　​
​　　　　​

​3. 利益の分配​

​項目​ ​内容​
​分配対象人数​ ​6名​
​一人あたりの分配​
​額​ ​¥2,500​

​【今回みんなが学んだこと】​

​どうして、こんなにたくさんの「ありがとう」とお金が集まったのでしょう​
​か？​

​●​ ​「こまっている人」を助けたから​​お祭りに来た人は「だんごを焼きたい​
​けど、竹のぼうを準備するのは大変だな」と思っていました。そこにみ​
​んなが「竹とだんご」をセットにして用意したから、よろこんで買って​
​もらえたのです。​



​●​ ​「場所」と「タイミング」がぴったりだったから​​人がたくさん集まると​
​ころで、みんなが一番ほしいと思う時に、ほしいものを出せたのが大成​
​功のひけつです。​

​●​ ​「ありがとう」の気持ちをわすれなかったから​​自分たちだけでやるので​
​はなく、神社へお礼をしたり、地域のみんなと協力したりしたからこ​
​そ、気持ちよくお仕事ができました。​

​「だれかがこまっていることを、自分の力で助けてあげること」​​。​
​これが、社会（しゃかい）から必要とされる人になるための第一歩です。今回​
​みんながやったことは、立派なプロのお仕事でした！​

​【商売のひけつをわすれないで！】​

​みんなは今回、プロのお仕事をしました。それは以下の3つがそろっていたか​
​らです。​

​1.​ ​ほしい人を見つけた：​​「だんごを焼きたい！」と思っている人がたくさ​
​んいました。​

​2.​ ​適切なタイミング：​​お祭りが一番もりあがっている「今、ほしい！」と​
​いう時に用意しました。​

​3.​ ​必要なものを届けた：​​ぼう（竹）とだんごをセットにして、すぐに焼け​
​るようにしました。​

​「だれかがこまっていること」や「だれかがほしいもの」を、​​最高のタイミン​
​グ​​で届けてあげる。これが、社会（しゃかい）から必要とされる人になるため​
​の大切な力です。​

​大磯勉強団（おおいそべんきょうだん）より​


